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 本調査は,昭和 47 年度から継続調査として実施している事業で,瀬戸内海の水質汚濁の実態を統一手

法により調査することで,総合的な水質汚濁防止対策の効果を把握するために必要な基礎資料を得るこ

とを目的に実施している。 

 ここでは,当水産試験場が担当しているプランクトンの調査結果について報告する。 

 

1 調査方法 

  プランクトンの採集は,図 1に示した紀伊水道（今切川沖）および播磨灘（北灘沖）の 2定点におい

て採水固定法により実施した。 

  採集および計数は,表層水を 2 採水し,中性ホルマリンで固定（1％濃度）した後,24 時間自然沈澱

法により沈澱量を測定し,1 トン当たりの量に換算した。またプランクトンの計数および査定には,10

まで濃縮した試料中から 0.1 採集して行った。 

   

図 1 調査地点 
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2 調査結果 

 調査は,平成 2年 5・7・10 月および平成 3年 1月に計 4回行った。 

  全調査時における出現種類数は,紀伊水道 St.110 が 4～30 種類,播磨灘 St.164 が 13～25 種類で,全

体的には若干播磨灘の方が多目であった。 

  出現数は,St.110 が 1.1～199cells／m ,St.164 が 4.5～120cells／m の間で推移し,各地点共に 7

月に多く1月に少なかったが,前年と比較するとSt.110では 1／2減,St.164では 2倍であった。なお,

鞭毛藻の出現割合は,5月が 68％で高かったが,7・10・1月は平均 5％で低かった（図 2）。 

 各調査時毎のプランクトンの出現状況は表 1 に示したとおりであるが,月別の優占種は,5 月には鞭

毛藻の Protoperidinium,Eutreptiella 等が主体となったが,7・10・1月は各月共に珪藻が多くなり,7

月 Chaetoceros,Nitzschia,10 月 Nitzschia,Skeletonema,平成 3 年 1 月 Thalassiosira,Chaetoceros

等がそれぞれ主体であった。 

  沈澱量は,St.110 が 10～310 m ／m3,St.164 が 15～120 m ／m3の間で変動し,前年同様に St.110 の

方が多目で推移した。時期的には 7・10 月に多く 1 月に少なかったが,平均沈澱量は前年に比べ 3～4

倍程度多かった（図 3）。なお昭和 58年度～平成 2年度の間における月別沈澱量の推移は,両地点共に

ほぼ同様な変動を示した。8年間における平均沈澱量は,5月が 113 m ／m3,7 月が 138 m ／m3,10 月が

94 m ／m3,1 月が 27 m ／m3で,7 月が最も多く 1 月に少なかったが,地点間では全体的に St.110 の方

が多目であった。なお,5 月における減少傾向は珪藻類の出現時期の変化,10 月の大きな変動は

Coscinodiscus 等の大型珪藻の出現数の多少によるものが原因であると推察された（図 4）。 

 

       

図 2 出現数の推移           図 3 沈澱量の推移 
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図 4 年別沈澱量の推移 
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表 1 平成 2年度広域総合水質調査プランクトン結果表（採水固定法：0m層（cells／L）） 

 

 



－5－ 

 


